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問い合わせ 国見図書館　　☎0978-82-1585
　　　　　 くにさき図書館☎0978-72-3500
　　　　　 武蔵図書館　　☎0978-69-0946
　　　　　 安岐図書館　　☎0978-67-3551
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　　 は休館日。
26日㈮は資料整理のため休館です。
開館時間　午前10時～午後６時

２図書館カレンダー 月

＊新着図書のご案内＊

◆国見図書館
　おはなしひろば
　熊毛幼稚園・保育所
　　12日㈮　午前９時30分～
　国見図書館
　　13日㈯　午前９時30分～
　竹田津出張所
　　27日㈯　午前９時30分～
◆くにさき図書館
　おはなし会
　　14日㈰　午前10時30分～
　　27日㈯　午後２時～
◆武蔵図書館
　おはなしのへや
　　17・24日㈬　　　午後３時30分～
　　３月３・10日㈬　午後３時30分～
　移動図書館
　吉広地区
　　18日㈭　午後１時30分～２時
　武蔵西小学校
　　25日㈭　午後１時～１時30分
◆安岐図書館
　ひまわりの部屋（読み聞かせと工作）
　　13日㈯　午前10時30分～

　昨年は芸能人の薬物使用が多くマスコミで取り上げられました。
報道を見てもどこか別の世界の話、と思い込みがちですが、今や薬
物汚染は一般社会にもじわじわと広がりつつあります。
　本書の著者は薬物依存者のための民間初のリハビリ施設「ダルク」
の創設者で、自らも薬物に溺れた経験者でもあります。反省でも愛
情でも刑罰でも治らない薬物依存の恐ろしい実態と世間の誤解を
数々の実例をあげて語っています。薬物の持つ闇の深さと再起まで
の長く苦しい道のりを思うとき、決して薬物に手を出してはいけ
ない！という誓いを新たにする１冊です。

安岐図書館

近藤恒夫（著）「拘置所のタンポポ」

＊図書館行事のご案内＊

豊崎由美（著）
　今年は “国民読書年” です。という訳で、本を紹介する本、いわ
ゆるブックガイドを紹介します。最近、数多くのブックガイドを見
かけますが、中でも本書は少し変わった印象を受けます。というの
は《人間はみなケモノ派》とか《指定図書による読書感想文コンクー
ルはやめるべき》など、率直なコメントが多く見られるからです。
また、文章は話し言葉に近い形で書かれていますし、本書を読む
ことを敬遠する方がいるかもしれません。しかし、著者の読書量と
ジャンルの多さには驚かされますし、なにより本を星に見立て、
本の星座が出来上がっていく様子を愉しんでいる著者の読書スタ
イルには感銘を受けます。
　皆さんも自分だけの本の星座を見つけてみて下さい。

国見図書館

「勝てる読書」

くにさき図書館

こどもくらぶ（編）
　いよいよ１２日からバンクーバーオリンピックが始まります。日
本人選手の活躍が期待されますね。しかし、私たち九州人にとって
冬のスポーツは馴染みが薄く、ルールが分からない競技も多いので
はないでしょうか。
　でもこの一冊があれば大丈夫。歴史にルール、用具に選手の生活
まで分かりやすく解説されています。一口にスキーといっても、ア
ルペン、ノルディック、フリースタイルという競技があって、さら
に種目（アルペンでは回転、滑降など）があるのです。また、スキー
ジャンプのウェアの厳しい規定に驚きましたし、計測競技の計測
位置など興味深いことがいっぱいでしたよ。

「スポーツなんでも事典　スキー・スケート」

　「みなさん、こんにちは。内田樹です…」とフレンドリーなタッ
チで始まりますが、タイトルを見るからに硬いテーマです。過去幾
度となく繰り返された「日本とは何か」「日本人とは何者か」とい
う問いについて、著者が、養老孟司さんにオバマ大統領、坂の上の
雲や水戸黄門、そしてマンガまで雑多な事例を挙げ、“先人” の言
葉を引用し正面から答えていく内容です。真面目なテーマでありな
がら笑えるところがあるのは、著者による引用の上手さでしょう
か。
　この本で引用された先人の言葉や書籍も探して読みたくなる１冊
です。読みはじめとして、目次より気になる項目から読んではいか
がでしょうか。

内田　樹（著）「日本辺境論」
武蔵図書館

開館時間 午前10時～午後６時

図書館
だより

★安岐図書館からのお知らせ★
現在安岐図書館を建設中で、完成は３月末です。
移転準備のため、本の貸し出しは２月28日㈰まで、返却は３月
16日㈫までの予定、閲覧のみの開館は３月28日㈰までです。
新図書館のオープンは４月下旬の予定です。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願い致します。


